
今月はうつ病の治療に認知行動療法と超高周波音響を組み合わせて治療効果を高 
める試みに関する研究をご紹介します。新しい治療法として開発が期待される研究 
です。是非お読みください。 

 

 

新しいうつ病治療として 2 つの非薬物療法を併用する臨床試験が進行中 
報酬系神経回路を強化するハイパーソニック・エフェクトの 
超高周波音響と認知行動療法のシナジー効果の検証へ 
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国立精神・神経医療研究センター（NCNP、東京都小平市 理事長：水澤英洋）認知 

行動療法センター（センター長：堀越勝、室長：伊藤正哉、研究員：横山知加、駒 

沢あさみ）、神経研究所（所長：和田圭司）の疾病研究第七部（部長：本田学、室 

長：山下祐一、研究員：宮前光宏）らの研究チームは、うつ病の中核症状であるア 

ンヘドニア（快楽消失）症状に対して、報酬系神経回路を活性化させるポジティブ 

価システム焦点認知行動療法を開発するとともに、認知行動療法中に超高周波音響 

（人間の耳には聞こえない高い周波数を豊富に含む音響）を安定的に呈示する技術 

を開発することにより、非薬物療法としての両治療の併用が相乗的な効果を持つか 

を検証する予備的な臨床試験を開始し、進めております。うつ病の症状のなかでも 

難治性の高いアンヘドニア症状に対して、報酬系神経回路を活性化させる 2 つの非 

薬物療法のアプローチ（超高周波音響と認知行動療法）を併用する、世界で初めて 

の試みです。この臨床研究により、認知行動療法実施時に、特段の負荷や負担をか 

けずとも、超高周波音響を流すのみでその効果が増強するという効果が期待される 

ものです。 

 （以下略） 
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